日南市愛の訪問連絡員事業
●目　的
一人暮らし高齢者等の福祉を高めるため、連絡員を配置し、その訪問奉仕活動を通じて一人暮らし高齢者等の不安な日常生活を見守り、不時の場合の連絡等を行い、併せて地域社会における奉仕活動の助長に資することを目的とします
（１）　一人暮らし高齢者等とは、同一敷地内若しくは隣地に見守りが可能な親族が住んでいない一人暮らしの高齢者又は高齢者のみで生活されているもの、若しくは高齢者と障がい者のみで生活をされているもので、市長が一人暮らし高齢者等の日常生活を見守る必要があると認めたもの。
（２）　連絡員とは、二親等以内の親族は含まないものとする。
●事業の内容
連絡員は、孤独で不安な環境にある一人暮らし高齢者等の日常を見守るときには、面接あるいは話合いを通じて、心身の安定を図るようにし、必要に応じて行政や民生委員等関係機関との連絡を行い、その福祉を積極的に進めます。
○民生委員の協力を得て連絡員を依頼し、一人暮らし高齢者等へ「愛のバトン」を配布します。
●連絡員の仕事
連絡員は、その仕事について義務を負い責任を追及されるものではないが、おおよその活動内容は次のとおりです。
（１）一人暮らし高齢者等の日常生活を見守る。
（２）訪問し、声をかけ、話し相手になる。

（３）関係機関への連絡。

　　　
愛のバトンとは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「愛のバトン」は防湿性のプラスチックケースで、中に一人暮らし高齢者の救急医療情報（氏名、生年月日、親族連絡先、かかりつけ医、ケアマネージャー名等）を記入したみまもりカードを挿入し、冷蔵庫の中に保管しておくものです。 

　　冷蔵庫には、誰でも分かるようにマグネットシートで保管場所を表示し、緊急時には愛の訪問連絡員以外でも駆け付けた人が冷蔵庫の中から取り出して、緊急連絡先に電話するなど、初期対応が迅速に行えます。 

　　また、現場に到着した救急隊員が、情報シートに記入されている「かかりつけ医」へ連絡することで、高齢者の状態に応じて搬送先を判断できることや、「愛のバトン」を搬送先にリレーすることで、医療機関においても適切な対応が行え、高齢者の安心・安全を確保することができます。 

